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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第58期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結
会計期間

第57期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（百万円） 180,765 51,667 262,065

経常利益（百万円） 3,642 736 5,422

四半期（当期）純利益（百万円） 1,629 35 3,414

純資産額（百万円） － 58,234 59,762

総資産額（百万円） － 90,906 97,276

１株当たり純資産額（円） － 1,923.12 1,910.45

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
52.49 1.15 106.95

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 64.1 61.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5,268 － 14,136

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△156 － △453

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△5,326 － △12,853

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（百万円）
－ 4,486 5,003

従業員数（人） － 751 783

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 751〔87〕 

　（注）１　従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

２　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 576〔81〕 

　（注）１　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時従業

員数は〔　〕内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。

２　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２【事業の状況】

１【仕入、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

デバイス事業（百万円） 49,827

ソリューション事業（百万円） 1,874

合計（百万円） 51,702

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

　当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（百万円） 受注残高（百万円）

デバイス事業 43,216 25,688

ソリューション事業 2,781 4,913

合計 45,998 30,601

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

デバイス事業（百万円） 49,390

ソリューション事業（百万円） 2,276

合計（百万円） 51,667

　（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日　
　　至　平成20年12月31日）

販売高（百万円） 割合（%）

任天堂株式会社 21,511 41.6

 

EDINET提出書類

三信電気株式会社(E02671)

四半期報告書

 4/24



２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績

当第３四半期連結会計期間の世界経済情勢につきましては、金融不安が実体経済に波及した結果、欧米諸国では

景気後退が鮮明になり、拡大を続けていた新興国におきましても景気が減速するなど厳しい状況となりました。ま

た我が国におきましても、輸出の減少や円高・株安が企業収益の悪化を招き、それに連動する形で雇用情勢も急速

に悪化するなど、一段と厳しさを増しております。

  このようななか、当社は「信頼とソリューションで存在価値を発揮する三信電気」という経営の基本方針のも

と、「商品流通」「品揃え」「製品コーディネート」「技術力」の４つを柱にしたソリューション提供力の強化に

向け、技術サポート体制の整備、コア製品の販売力強化、製品ラインアップの拡充、成長分野への拡販強化、販売網の

整備、社会的責任（ＣＳＲ）への対応強化といった、期首に掲げた課題に鋭意取り組んでまいりました。

  この結果、当第３四半期会計期間の連結業績は、売上高は516億67百万円（前年同期比26.1％減）、営業利益は2億

37百万円（前年同期比82.6％減）、経常利益は7億36百万円（前年同期比48.1％減）、四半期純利益は35百万円（前

年同期比96.0％減）となりました。

事業の種類別セグメントの業績は、次の通りです。

①  デバイス事業

デバイス事業におきましては、主にエレクトロニクスメーカー向けに半導体（システムＬＳＩ、マイコン、液晶

ディスプレイドライバＩＣ、メモリ等）や電子部品（コネクタ、コンデンサ、回路基板等）の販売に加え、ソフト

開発やＡＳＩＣ設計等の技術サポートを行っております。

　当第３四半期連結会計期間におきましては、家庭用ゲーム機向けシステムＬＳＩが堅調に推移したものの、他の

製品は生産調整の影響を受け総じて減少に転じ、売上高が前年同期に比べ減少いたしました。             この

結果、連結デバイス事業の売上高は493億90百万円（前年同期比26.1％減）、営業利益は7億14百万円（前年同期

比57.6％減）となりました。

  なお、受注高は432億16百万円、受注残高は256億88百万円となりました。

②  ソリューション事業

ソリューション事業におきましては、主に企業や医療機関、官公庁、自治体向けに情報通信ネットワークや基幹

業務システムの販売及び保守・サポート等を行うネットワークシステム関連ビジネスと、放送局や映像制作のプ

ロダクション向けに映像コンテンツの編集や送出、配信に使用するシステムやソフトウェアの販売等を行う映像

システム関連ビジネスを展開しております。

  当第３四半期連結会計期間におきましては、ネットワークシステム関連ビジネス及び映像システム関連ビジネ

スとも低調に推移し、売上高が前年同期に比べ減少いたしました。

  この結果、連結ソリューション事業の売上高は22億76百万円（前年同期比26.9％減）、営業損失は1億18百万円

となりました。連結ソリューション事業の売上高につきましては、第２四半期及び第４四半期に集中する定常的

な季節要因があり、当第３四半期の営業損失は、第４四半期に解消される見通しです。

  なお、受注高は27億81百万円、受注残高は49億13百万円となりました。
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所在地別セグメントの業績は、次の通りです。

①  日本

　当第３四半期連結会計期間におきましては、家庭用ゲーム機向けシステムＬＳＩが堅調に推移したものの、他の

製品は生産調整の影響を受け総じて減少に転じ、売上高が前年同期に比べ減少いたしました。この結果、売上高は

429億61百万円（前年同期比16.9％減）、営業利益は5億21百万円（前年同期比43.6％減）となりました。

②  アジア

　当第３四半期連結会計期間におきましては、液晶テレビ向け液晶ディスプレイドライバＩＣ、家庭用ゲーム機向

き関連製品など総じて売上高が前年同期に比べ減少いたしました。この結果、売上高は82億93百万円（前年同期

比50.4％減）、営業利益は1億24百万円（前年同期比48.3％減）となりました。

③  北米

　当第３四半期連結会計期間におきましては、液晶テレビ向けコネクタ、ＰＤＡ向けモジュール製品等の売上高が

前年同期に比べ減少いたしました。この結果、売上高は4億12百万円（前年同期比72.8％減）、営業利益は36百万

円（前年同期比59.9％減）となりました。

 

（注）前年同期増減率は、前年同期とは適用される会計基準が異なることから、参考として記載しております。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物は、投資有価証券の取得や短期借入金の返

済等により支出が増加したため、売上債権の減少や未収消費税等の減少等による収入増があったものの、前連結会

計年度末に比べて5億17百万円減少し、44億86百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少等がたな卸資産の増加や仕

入債務の減少等を吸収しきれず38億97百万円の支出となりました。なお、当第３四半期連結累計期間では52億68百

万円の収入となっております。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、主にＩＴ関連投資や投資有価証券の取得等

により82百万円の支出になりました。なお、当第３四半期連結累計期間では１億56百万円の支出となっております。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 当第３四半期連結会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れ等により12億83百万円の収入と

なりました。なお、当第３四半期連結累計期間では53億26百万円の支出となっております。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における研究開発費の総額は22百万円です。なお、研究開発活動の状況に重要な変更

はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,171,000

計 76,171,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,983,373 31,983,373
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 31,983,373 31,983,373 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日　　　

　

－ 31,983 － 14,811 － 15,329

 

（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループから平成20年12月１日付の

大量保有報告書の変更報告書の写しの送付があり、同社の関係会社が平成20年11月24日現在で以下のとおり株

式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所

有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 584 1.83

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 1,180 3.69

三菱ＵＦＪ投信株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 67 0.21

計 － 1,832 5.73

 

EDINET提出書類

三信電気株式会社(E02671)

四半期報告書

 8/24



　同様に当第３四半期会計期間において、バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社から平成20年

12月11日付の大量保有報告書の変更報告書の写しの送付があり、同社およびその関係会社が平成20年12月５日

現在で以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、当社として実質所有株式数の確認ができません。

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

バークレイズ・グローバル・イ

ンベスターズ株式会社
東京都渋谷区広尾１丁目１番39号 1,423 4.45

バークレイズ・グローバル・イ

ンベスターズ、エヌ・エイ

米国　カリフォルニア州　サンフランシ

スコ市　ハワード・ストリート400
1,250 3.91

バークレイズ・グローバル・イ

ンベスターズ・リミテッド

英国　ロンドン市　ロイヤル・ミント・

コート１
83 0.26

計 － 2,757 8.62

 

（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　普通株式

701,800
－ 　単元株式数100株

完全議決権株式（その他）（注）
普通株式　

31,264,700
312,647　同上

単元未満株式
普通株式　　　

16,873
－ －

発行済株式総数 31,983,373 － －

総株主の議決権 － 312,647 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,100株（議決権の数21　個）

含まれております。

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

三信電気株式会社
東京都港区芝四丁

目４番12号
701,800 － 701,800 2.19

計 － 701,800 － 701,800 2.19

　（注）　当第３四半期末の自己株式数は1,702,245株であります。
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,126 1,172 1,218 1,126 1,029 1,002 1,056 1,149 847

最低（円） 1,003 1,042 1,086 985 928 695 550 703 722

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,486 5,003

受取手形及び売掛金 55,012 61,377

商品 18,955 16,702

半成工事 127 27

その他 4,296 5,169

貸倒引当金 △30 △47

流動資産合計 82,847 88,232

固定資産

有形固定資産 ※1
 4,961

※1
 4,939

無形固定資産

のれん 75 96

その他 573 699

無形固定資産合計 649 796

投資その他の資産 2,448 3,308

固定資産合計 8,059 9,044

資産合計 90,906 97,276

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 23,781 25,009

短期借入金 3,093 6,359

未払法人税等 809 595

引当金 340 726

その他 1,100 1,217

流動負債合計 29,125 33,908

固定負債

長期借入金 3,300 3,300

その他 247 305

固定負債合計 3,547 3,605

負債合計 32,672 37,513

純資産の部

株主資本

資本金 14,811 14,811

資本剰余金 15,329 15,329

利益剰余金 32,048 31,621

自己株式 △1,703 △811

株主資本合計 60,486 60,951

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △35 314

繰延ヘッジ損益 74 △54

為替換算調整勘定 △2,290 △1,450

評価・換算差額等合計 △2,251 △1,189

純資産合計 58,234 59,762

負債純資産合計 90,906 97,276
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 180,765

売上原価 170,073

売上総利益 10,691

販売費及び一般管理費 ※1
 7,784

営業利益 2,906

営業外収益

受取利息 59

受取配当金 36

為替差益 657

その他 76

営業外収益合計 829

営業外費用

支払利息 54

売上割引 30

その他 9

営業外費用合計 93

経常利益 3,642

特別利益

固定資産売却益 3

投資有価証券売却益 0

貸倒引当金戻入額 11

特別利益合計 14

特別損失

固定資産売却損 0

固定資産除却損 3

投資有価証券評価損 465

会員権評価損 11

特別損失合計 480

税金等調整前四半期純利益 3,177

法人税等 1,547

四半期純利益 1,629
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 51,667

売上原価 48,945

売上総利益 2,721

販売費及び一般管理費 ※1
 2,483

営業利益 237

営業外収益

受取利息 10

受取配当金 14

為替差益 480

その他 10

営業外収益合計 516

営業外費用

支払利息 14

その他 3

営業外費用合計 17

経常利益 736

特別利益

固定資産売却益 △0

貸倒引当金戻入額 8

特別利益合計 8

特別損失

固定資産売却損 0

固定資産除却損 2

投資有価証券評価損 437

会員権評価損 11

特別損失合計 450

税金等調整前四半期純利益 293

法人税等 258

四半期純利益 35

EDINET提出書類

三信電気株式会社(E02671)

四半期報告書

14/24



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,177

減価償却費 282

のれん償却額 20

前払年金費用の増減額（△は増加） △2

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11

受取利息及び受取配当金 △95

支払利息 54

固定資産売却損益（△は益） △3

投資有価証券評価損益（△は益） 465

売上債権の増減額（△は増加） 5,353

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,735

仕入債務の増減額（△は減少） △528

未収消費税等の増減額（△は増加） 761

未払消費税等の増減額（△は減少） △10

その他 △203

小計 6,524

利息及び配当金の受取額 95

利息の支払額 △57

法人税等の支払額 △1,293

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,268

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △29

有形固定資産の売却による収入 4

ソフトウエアの取得による支出 △38

投資有価証券の取得による支出 △123

投資有価証券の売却による収入 10

その他 21

投資活動によるキャッシュ・フロー △156

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 7,593

短期借入金の返済による支出 △10,850

リース債務の返済による支出 △38

自己株式の純増減額（△は増加） △892

配当金の支払額 △1,139

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,326

現金及び現金同等物に係る換算差額 △302

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △517

現金及び現金同等物の期首残高 5,003

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,486
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 (1)　重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　従来、商品については移動平均法による低価法によっておりましたが、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９

号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、商品については移動平均法に

よる原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。

　なお、これによる損益に与える影響はありません。

 (2)　リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度

に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に

係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法を採用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 (3)　「連結財務諸表作成における在外子

会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処

理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用

し、連結決算上必要な修正を行っております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

税金費用の計算 　法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

項目
当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累

　　計額

             4,826百万円             4,799百万円

　２　偶発債務

　(1) 銀行借入に対する支払保証

三信国際貿易（上海）有限公司※１

227百万円( 2,500千米ドル)

従業員※２ 75百万円　

計 302百万円　

 ※１　経営指導念書の差入によるもので

あります。

 ※２　従業員の住宅取得資金借入につい

ての金融機関への債務保証のうち

住宅資金貸付保険が付保されてい

るものについては、将来において実

損が発生する可能性がないため、偶

発債務から除外しております。

従業員※                81百万円

 ※　従業員の住宅取得資金借入について

の金融機関への債務保証のうち住宅

資金貸付保険が付保されているもの

については、将来において実損が発生

する可能性がないため、偶発債務から

除外しております。

　(2) 輸出手形割引高  ──――――― (839千米ドル) 84百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

項目
当第３四半期連結累計期間　
(自　平成20年４月１日　
   至　平成20年12月31日)　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであり

ます。

給料及び手当

賞与引当金繰入額

3,295百万円

310百万円

項目
当第３四半期連結会計期間　
(自　平成20年10月１日　
   至　平成20年12月31日)　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであり

ます。

給料及び手当

賞与引当金繰入額

 846百万円

 310百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係

現金及び預金勘定  4,486百万円

現金及び現金同等物  4,486百万円

 

（株主資本等関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）

１　発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　31,983千株

２　自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 1,702千株

３　配当に関する事項

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり

 配当額（円）
基準日 効力発生日

平成20年６月20日

定時株主総会
普通株式 625利益剰余金 20平成20年３月31日平成20年６月23日

平成20年11月6日

取締役会
普通株式 563利益剰余金 18平成20年９月30日平成20年12月10日
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
デバイス事業
（百万円）

ソリューショ
ン事業
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 49,390 2,276 51,667 － 51,667

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 49,390 2,276 51,667 － 51,667

営業利益（営業損失） 714 (118) 596 (358) 237

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
デバイス事業
（百万円）

ソリューショ
ン事業
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 172,044 8,720 180,765 － 180,765

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 172,044 8,720 180,765 － 180,765

営業利益 3,871 73 3,944 (1,037) 2,906

　（注）１　事業区分の方法は、事業体制（組織）を基本とし、取扱商品、製品区分並びに販売形態等を勘案し、区分してお

ります。

２　各区分の主な製品

(1）デバイス事業……………半導体、ディスプレイ、一般電子部品

(2）ソリューション事業……電子機器

３　会計処理の方法の変更

　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」(3)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告

第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

北米
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 42,961 8,293 412 51,667 － 51,667

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,625 487 2 2,115 (2,115) －

計 44,587 8,780 415 53,782 (2,115)51,667

営業利益 521 124 36 682 (444) 237

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
アジア
（百万円）

北米
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 134,20744,478 2,079 180,765 － 180,765

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
6,017 1,414 6 7,438 (7,438) －

計 140,22545,892 2,086 188,204(7,438)180,765

営業利益 2,180 869 142 3,191 (284) 2,906

　（注）１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

(1）アジア…ホンコン、シンガポール、台湾

(2）北米……米国

　　　　３　会計処理の方法の変更

　連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」(3)に記載のとおり、第１四半期連結

会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告

第18号　平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 22,601 139 55 22,796

Ⅱ　連結売上高（百万円）    51,667

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
43.7 0.3 0.1 44.1

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア 北米 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 100,454 1,006 161 101,623

Ⅱ　連結売上高（百万円）    180,765

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
55.6 0.5 0.1 56.2

　（注）１　国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国または地域

(1）アジア…ホンコン、シンガポール、台湾、韓国、中国

(2）北米……米国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

 

（有価証券関係）

　　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

事業の運営において重要なものはありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　事業の運営において重要なものはありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,923.12円 １株当たり純資産額 1,910.45円

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 52.49円 １株当たり四半期純利益金額 1.15円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式がないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（百万円） 1,629 35

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,629 35

期中平均株式数（千株） 31,043 30,569

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　　 平成20年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………563百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………18円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月10日

　（注） 平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月６日

三信電気株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松岡　幸秀　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　　実　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三信電気株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三信電気株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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